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関

秀

詩

人

江

馬

細

香

唐
崎
松
下
寿
別
山
陽
先
生

侵
立
岸
上
君
在
船
　
機
は
岸
上
に
立
ち
君
は
松
に
在
り
。

畑畔闘理脚麻樺　螂舞闘御理』“脚熙樺嗽一

罵
殺
帆
腹
飽
風
便
　
罵
殺
す
、
帆
腹
の
風
便
に
飽
く
を
。

躊
躇
松
下
去
不
得
　
松
下
に
躊
躇
し
て
去
る
こ
と
を
得
ず
。

萬
頃
碧
波
空
秒
然
　
萬
頃
の
碧
波
空
し
く
秒
然
た
り
。

二
十
年
中
七
度
別
　
一一十
年
中
七
度
別
る
。

未
有
此
別
尤
難
論
　
未
だ
有
ら
ず
、
此
の
別
れ
の
尤
も
論
き
難
き
は
。

天
保
元
年
の
春
、
江
馬
細
香
は
頼
山
陽
を
訪
ね
て
京
に
在

っ
た
。
間
二
月
十

に
詞
だ
な
胸

つ 滞
“
臓
ば
ほ
ど
岬
電
縁
謳
い
詢
晰
』
椰
¨
藤
‐こ 彼
破
綬
講
向
ど
州
議

を
賦
し
、
山
陽
に
寄
せ
た
。
翌
々
年
の
天
保
三
年
九
月
、
山
陽
は
世
を
去
り
、

こ
れ
が
二
人
の
最
後
の
会
面
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
二
人
は
そ
の
こ

と
を
予
感
し
た
か
の
如
く
、
か
た
み
に
名
残
り
を
借
ん
だ
。
細
香
の
詩
に
は
、

そ
の
別
れ
の
痛
み
が
、
日
前
の
景
と
共
に
直
載
に
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
。

福

島

理

子

元
来
、
こ
の
詩
の
末
二
句
の
初
稿
は

別
恨
極
時
幾
度
誦
　
別
恨
極
ま
る
時
幾
度
か
誦
す
。

途
上
賦
賜
途
別
篇
　
途
上
賦
し
賜
ふ
途
別
の
篇
。

と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
詩
稿
を
手
に
し
た
山
陽
は
こ
れ
に
不
満
を
覚
え
、
次
の

朱
批
を
加
え
た
。

結
末
、
是
れ
責
事
な
り
と
雖
も
、
や
ゝ
振
は
ざ
る
を
覺
ゆ
。
そ
の
無
情
の

語
な
る
を
以
て
爾
り
。
営
に
、
廿
年
来
相
逢
ひ
相
別
る
、
未
だ
こ
の
別
れ

の
別
れ
難
き
に
と
い
ふ
意
を
云
ふ
べ
し
。

敬
慕
し
合
う
二
人
の
鎗
魂
の
別
れ
で
あ
る
。
そ
の
胸
の
中
の
思
い
を
、
詩
の
一

字

一
字
に
刻
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
―
山
陽
の
意
を
汲
ん
だ
細
香
は
、

末
二
句
を
前
掲
の
如
く
、
初
稿
に
比
し
て
進
か
に
直
情
的
な
表
現
へ
と
改
め
た
。

一
方
、
こ
の
唐
崎
詩
は
対
句
が
用
い
ら
れ
ず
、
律
詩
た
る
の
資
格
を
失

っ
て
い

る
。
に
も
拘
ら
ず
、
山
陽
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
時
漢
詩
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
思
う
に
、
そ

れ
は
も
は
や
衡
学
的
な
、
知
的
遊
戯
で
は
な
く
、
自
由
な
情
の
解
放
の
場
と
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
山
陽
が
細
香
の
詩
を
評
し
て
、

飯
餘
呼
娃
回
碁
局
　
飯
餘
娃
を
呼
び
て
碁
局
を
回
む



（山
陽
）
ド
チ
ラ
御
勝
ナ
サ
レ
侯
哉

翁
閑
居
夏
日
し

深
夜
貪
涼
窓
不
掩
　
深
夜
涼
を
貪
り
て
窓
掩
は
ず

（山
陽
）
不
養
生
ナ
ル
ヘ
シ

翁
夏
夜
し

な
ど
と
言
う
時
に
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
自
由
な
、
対
話
の
手
段
と
ま
で
言
い
得

る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
山
陽
、
否
、
彼
の
み

な
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
漢
詩
人
達
の
最
も
重
ん
じ
た
も
の
が

「実
情
」
と

「実

景
」
の
描
写
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
詩
集
に
施
さ
れ
た
評
語
に
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
う
し
た
化
政
期
漢
詩
壇
の
思
潮
の
中
で
開
花
し
た
江
馬
細
香
の
文
学

は
、
近
世
後
期
に
生
き
た

一
女
性
の
心
情
を
伝
え
、
精
神
の
た
ど
っ
た
足
跡
を

あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
菊
池
五
山
は
彼
女
の
詩
風
を

「清
艶
」

と
評
す
る
が
、
む
し
ろ
彼
女
の
詩
の
真
髄
は
、
初
期
の
清
艶
な
詩
境
か
ら
、
よ

り
内
省
的
な
詩
境
へ
と
転
じ
、
自
ら
の
孤
独
な
心
を
詩
に
托
し
得
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
い
わ
ば
、
漢
詩
は
細
香
に
と
っ
て
日
々
刻
々
の
独
自
で
あ
っ
た
。
本
稿

で
は
、
そ
の
生
涯
の
詩
稿
で
あ
る

『
湘
夢
遺
稿
』
上
下
三
巻
を
中
心
と
し
、
こ

の
閏
秀
詩
人
の
詩
風
の
形
成
と
展
開
と
を
追
う
こ
と
と
す
る
。

（
一
）

習
作
時
代

―
文
化
十
年

（二
十
七
歳
）

細
香
江
馬
多
保
と
頼
山
陽
の
選
近
は
、
文
化
十
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
美
濃

か
ら
伊
勢
周
辺
の
交
友
を
尋
ね
て
の
旅
の
途
次
、
山
陽
は
、
蘭
医
と
し
て
名
高

い
大
垣
藩
医
、
江
馬
蘭
斎
の
許
を
訪
れ
た
。
彼
は
そ
こ
で
蘭
斎
の
長
女
で
あ
る

細
香
と
見
え
、
彼
女
の
類
い
稀
な
美
貌
と
才
能
に
強
く
魅
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
山
陽
三
十
四
歳
、
細
香
二
十
七
歳
。
山
陽
は
寛
政
十
二
年
の
脱
藩
事
件

の
後
、
文
化
六
年
、
神
辺
菅
茶
山
の
廉
塾
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
翌
々
年
廉

塾
を
去

っ
て
京
都
に
居
を
移
し
た
ｏ
藩
か
ら
も
家
か
ら
も
独
立
し
、
文
人
と
し

て
立
た
ん
と
の
志
に
燃
え
て
い
た
折
も
折
細
香
と
出
会
い
、
山
陽
は
彼
女
こ
そ

正
に

「
文
人
之
偶
」
―
―
自
ら
の
妻
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
と
見
初
め
た
の
で
あ

２
つ
。

一
方
、
細
香
は
こ
の
年
、
二
十
七
歳
に
至
る
ま
で
他
家
へ
嫁
す
る
こ
と
も
な

く
、
父
蘭
斎
の
許
で
書
画
に
眈
る
日
々
を
過
し
て
い
た
ｏ
細
香
は
十
五
歳
の
頃

よ
り
京
都
の
玉
隣
上
人
に
学
び
、
墨
竹
画
の
名
手
と
し
て
夙
に
名
を
知
ら
れ
て

い
た
。
晩
年
こ
そ
詩
人
た
る
の
自
覚
を
有
し
た
も
の
の
、
若
い
頃
は
む
し
ろ
画

人
と
し
て
の
意
識
の
方
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
女
が
、
山
陽
の
再
三
の
勧

め
に
も
関
ら
ず
、
瑞
集
を
上
梓
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
の
は

″自
分
は
詩
人
と

し
て
よ
り
も
、
画
人
と
し
て
世
に
交
わ

っ
て
い
る
の
だ
″
と
の
気
持
ら
に
依
る

も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
画
論
書
、
書
画
集
の
類
が
、
初
期
彼
女

の
教
養
に
資
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
細
香
の
蔵
書
の
中

『
燕
間
四
適
』
は
、
巻
尾
に

「文
化

三
丙
寅
歳
　
多
保
写
」
と
記
さ
れ
た
彼
女
の
筆
写
本
が
残

っ
て
い
る
。
文
化
三

年
、
細
香
二
十
歳
、
山
陽
と
出
会
い
、
本
格
的
な
詩
作
を
始
め
る
七
年
前
に
当

る
。
こ
の
際
は
画
論
を
習
得
す
る
為
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、　
一
方
で
は
、
黄

庭
堅
、
蘇
載
の
言
な
ど
を
引
く
通
編
漢
文
の
こ
の
画
論
書
が
、
彼
女
の
作
詩
文

の
素
養
と
し
て
資
し
た
点
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば

「
題
自
蓋
墨

竹
十
首
」
（
湘
夢
遺
稿
』
巻
下
）
の
第
四
首
目

「
胸
裏
無
成
竹
。
肇
端
豊
得
工
」

と
い
う
起
承
句
は
、
蘇
就
の

「
賞
管
谷
優
竹
記
」
に
あ
る

「画
竹
、
必
先
得
成

竹
干
胸
中
、
執
筆
熟
視
、
乃
見
其
欲
画
者
、
急
起
従
之
、
振
筆
直
逐
、
以
追
其

所
見
、
如
兎
起
嶋
落
、
少
縦
則
逝
夫
」
を
出
典
と
す
る
が

『東
崚
文
抄
」
な
ど



に
依

っ
た
と
す
る
よ
り
は

『
燕
間
四
適
』
巻
之
十
七

「
査
、
査
竹
譜
」
の
項
に

引
く
こ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
に

限
ら
ず
、
少
時
に
習
得
し
た
書
画
集
、
画
論
書
の
知
識
が
、
後
年
の
彼
女
の
数

多
い
画
竹
詩
、
詠
梅
詩
に
少
か
ら
ず
資
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
文
化
七
年
、
父
江
馬
蘭
斎
を
訪
れ
た
玉
私
上
人
が
、
竹
画
を
学
ぶ

彼
女
に

「
画
法
是
ま
で
稽
古
の
外
他
な
し
。
此
上
は
唯
書
を
読
む
に
如
く
は
な

し
」
と
助
言
し
た
と
蘭
斎
記
す

『
好
蘭
斎
浸
筆
』
に
見
え
る
。
最
初
墨
竹
面
に

手
を
染
め
た
細
香
が
、
そ
の
修
得
を
端
緒
と
し
て
、
次
第
に
詩
書
へ
の
造
詣
を

深
め
て
行

っ
た
こ
と
が
た
ど
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
作
詩
に
興
味
を
覚
え
た
細
香
に
、
そ
の
手
解
き
を
し
た
の
は
、
詩
文

に
造
詣
の
深
か
っ
た
父
蘭
斎
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
地
方
詩
人
で

は
、
先
ず
漢
籍
に
通
じ
た
近
傍
の
住
職
な
ど
に
師
事
し
て
詩
書
を
学
ぶ
例
が
多

い
が
、
細
香
に
は
そ
の
様
な
学
歴
を
示
す
資
料
は
残

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
習

作
時
代
の
細
香
に
つ
い
て

「
江
戸
の
山
本
北
山
に
学
ん
だ
」
今
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
じ

と
す
る
説
も
あ
る
が
、　
こ
れ
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。
文
政
二
年
頃

認
め
ら
れ
た
頼
山
陽
書
簡
の

時
に
、
北
山
定
置
れ
候
へ
共
、
ア
マ
リ
竹
二
斗
ヨ
リ
タ
ル
貴
名
字
、
名
臭

ハ
不
面
白
候
ユ
ヘ
、
娘
々
を
名
に
被
成
、
細
香
ヲ
琥
ニ
モ
字
ニ
モ
被
成
可

然
候
。

と
い
う
記
事
が
こ
の
説
の
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
と
繋
が
り
の
あ

っ
た
父
蘭
斎
が
、
人
を
介
し
て
北
山
に
依
頼
し
た
も
の
と
も
考
え
得
る
。
こ
の

書
簡
以
外
に
北
山
と
の
交
渉
を
示
す
資
料
の
全
く
な
い
現
段
階
で
は
、
北
山
と

細
香
の
関
係
は
、
直
接
的
に
は
な
い
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
菊
池
五
山
著

す

『
五
山
堂
詩
話
』
に
は
、
北
山
門
下
の
関
秀
詩
人
が
幾
人
か
挙
げ
ら
れ
て
い

る
に
も
関
ら
ず
、
細
香
に
つ
い
て
の
五
山
の
言
及
が
、

詩
薄

（梁
川
星
巌
）
談
ず
。
其
郷
に
関
秀
細
香
あ
り
、
１
…
員
に
乃
紹
世

聰
慧
、
己
に
し
て
之
れ
を
枷
き
て
、
是
れ
江
馬
蘭
齋
の
女
な
る
を
知
る
。

余
、
伊
勢
に
客
た
る
日
、
蘭
齋
書
を
寄
せ
て
意
を
道
ひ
、
且
、
養
老
瀑
の

碑
本
を
胎
る
。
今
尚
筐
中
に
護
蔵
す
。
書
し
て
以
て
南
重
の
因
縁
を
表
す
。

に
止
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
北
山
と
細
香
の
師
弟
関
係
を
考
え
る
よ
り
は
、
蘭

斎
を
通
し
て
の
僅
か
な
交
渉
が
あ
っ
た
程
度
と
認
め
る
方
が
適
切
で
あ
る
。

『
湘
夢
遺
稿
』
の
中
に
、
文
化
十
年
秋
、
山
陽
と
出
会
う
以
前
の
作
品
は
収

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
進
歩
的
な
蘭
医
で
あ
っ
た
父
蘭
斎
の
許
、
当
時
と
し
て

は
稀
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
既
に
山
陽
を
感
嘆
さ
せ
る
だ
け
の
技
量
に
は
撻
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
如
く
、
こ
う
し
た
才
能
と
美
貌
と
を
兼
ね

備
え
た
彼
女
こ
そ

「文
人
之
偶
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
見
初
め
た
山
陽
は

「
其
全

身
添
削
仕
度
」
と
の
意
を
小
石
元
端
に
も
ら
し
て
い
る

（文
化
十
年
十

一
月
十

三
日
、
小
石
元
瑞
宛
頼
山
陽
書
簡
）。
結
局
細
香
は
山
陽
と
結
ば
れ
る
こ
と
な

く
、
生
涯
独
身
を
通
す
の
で
ぁ
る
が
、
鼓
来
二
人
は
師
弟
の
関
係
を
結
び
、
そ

の
交
流
は
天
保
三
年
山
陽
が
没
す
る
ま
で
、
香
、
細
香
の
心
の
中
で
は
山
陽
の

死
後
も
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
続
く
の
で
ぁ
る
。

（
二
）

第

一
期
　
山
隔
円
時
代
文
化
十
年
―
文
政
三
年

（三
十
四
歳
）

山
陽
に
就
い
た
文
化
十
年
よ
り
、
文
政
初
年
頃
ま
で
に
賦
さ
れ
た
彼
女
の
詩

は
、
柔
指
に
玩
ば
れ
た
も
の
な
ら
で
は
の
、
軽
や
か
で
み
ず
み
ず
し
い
美
し
さ

を
身
上
と
し
て
い
る
。
後
年
の
彼
女
の
詩
に
著
し
い
凋
残
の
影
も
、
禅
風
０
趣

味
も
全
く
な
い
。
い
か
に
も
女
性
ら
し
い
繊
細
な
感
覚
で
季
節
の
訪
れ
が
把
え

ら
れ
、
若
々
し
い
魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。



夏
詞

一
雙
乳
燕
入
簾
帷
　
一
雙
の
乳
燕
簾
帷
に
入
る
。

睡
夢
初
醒
午
漏
遅
　
睡
夢
初
め
て
醒
め
午
漏
遅
し
。

頸
デ
瀑
躊
詳
賣
秒

窓
前
総
繍
猶
備
刺
　
窓
前
の
総
繍
は
猶
ほ
刺
す
に
備
し
。

到韓確辞嶼緩殉　訓襲わ醐猪雌融は鵬「し。

閑
揺
羅
扇
立
多
時
　
離
ぽ
羅
扇
を
揺
し
て
立
つ
こ
と
多
時

夏
夜

雨
晴
庭
上
竹
風
多
　
雨
晴
れ
て
庭
上
竹
風
多
し
。

新
月
如
眉
繊
影
斜
　
新
月
眉
の
如
く
し
て
繊
影
斜
め
な
り
。

深
夜
貪
涼
窓
不
掩
　
深
夜
涼
を
貪
り
て
憲
掩
は
ず
。

暗
香
和
枕
合
敵
花
　
暗
香
枕
に
和
す
合
歓
の
花
。

或
い
は
長
恨
歌
の
女
性
美
を
髪
髯
さ
せ
る
、
或
い
は
新
古
今
の
香
り
を
漂
わ
す

艶
し
い
美
し
さ
、
正
に
菊
池
五
山
の
言
う
如
く

「
清
艶
」
と
評
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
。
当
時
の
細
香
の
蔵
書
中
に

『
鍾
山
献
」
と
い
う
、
明
代
、
金
陵
の
妓
女
で
詩

を
善
く
し
た
楊
宛
、
字
宛
淑
の
詩
を
集
め
た
書
が
あ
る
。
細
香
の
蔵
書
は
そ
の

多
く
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
は

『誠
斎
詩
話
』
『
別
裁
集
序
』
『填
詞
図

譜
』
の
三
篇
と
共
に
細
香
自
ら
書
写
レ
、　
一
冊
に
綴
じ
た
も
の
が
現
在
も
江
馬

家
に
存
し
て
い
る
。
『
別
裁
集
序
』
の
末
尾
に
、
「文
化
甲
戊
晩
春
、
写
干
京
師

寓
居
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
共
に
綴
ら
れ
た

『
鐘
山
献
』
及
び
他
の
二

書
も
文
化
十

一
年
、
細
香
上
京
の
際
に
写
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
さ
て
、
こ

の

『
鐘
山
献
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
を
閲
す
る
と
、
題
の
み
を
取
っ
て
も

「春
朝

風
雨
借
冶
遊
人
」
「傷
春
草
多
情
」
コ
ニ
婦
艶
」
「
採
蓮
曲
」
と
あ
る
如
く
、
そ

の
艶
麗
な
る
風
が
窺
え
る
。
細
香
は
こ
の
詩
集
よ
り
少
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た

ら
し
く
、

『
湘
夢
遺
稿
』
中
の
次
の
詩
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
確
め
ら
れ
る
。

戯
賦
場
宛
宛
十
六
艶
中
題

拮
蓮
子
打
鴛
鷺

雙
浮
雙
浴
緑
波
微
　
雙
び
浮
き
雙
び
浴
し
て
緑
波
微
な
り
。

不
解
人
間
有
別
離
　
解
せ
ず
、
人
間
に
別
離
有
る
を
。

戯
取
蓮
心
郷
池
上
　
戯
れ
に
蓮
心
を
取
り
て
池
上
に
郵
つ
。

分
飛
要
汝
暫
相
思
　
分
飛
せ
ば
要
ず
汝
ら
暫
し
相
ひ
思
は
ん
。

右
の
詩
が
依

っ
た
宛
淑
の
詩
は
、
細
香
手
写
本

『
鍾
山
献
』
の
中
に
見
え
る
次

の
作
で
あ
る
。

括
蓮
子
打
鴛
鴛

錦
塘
相
封
浴
婆
娑
　
錦
塘
相
封
し
て
浴
す
る
こ
と
婆
娑
た
り
。

獨
坐
花
前
展
見
過
　
獨
り
花
前
に
坐
し
て
展
過
る
を
見
る
。

地
与
蓮
心
分
典
苦
　
蓮
心
を
地
与
し
て
苦
し
み
を
分
興
せ
ん
。

妬
他
只
篤
不
如
他
　
他
を
妬
む
は
只
だ
他
に
如
か
ず
と
篤
せ
ば
な
り
。

″仲
睦
じ
い
お
し
ど
り
夫
婦
に
、
少
し
は
私
の
辛
い
思
い
も
味
わ
わ
せ
て
や
り

た
い
も
の
と
、
蓮
の
実
を
投
げ
つ
け
て
や
り
ま
し
た
″
と
い
う
設
定
は
、
宛
淑

の
原
作
に
そ
の
ま
ま
依

っ
て
い
る
０
し
か
し
、
細
香
が

「人
間
に
別
離
有
る
」

と
言
い

「相
ひ
思
」
わ
し
め
ん
と
す
る
如
く
、
詩
中
に
相
思
の
恋
人
の
別
れ
を

ほ
の
め
か
す
の
は
、
自
ら
の
山
陽
へ
の
愛
情
を
重
ね
合
せ
て
歌

っ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
次
の
詩
に
見
え
る
『名
媛
詩
婦
』
も
愛
読
の
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

燈
下
讀
名
媛
詩
婦

静
夜
沈
沈
著
枕
遅
　
静
夜
沈
沈
枕
に
著
く
こ
と
遅
し
。



挑
燈
閑
讀
列
媛
詞
　
燈
を
挑
げ
閑
か
に
讀
む
列
媛
の
詞
。

才
人
薄
命
何
如
比
　
才
人
薄
命
何
如
に
比
せ
ん
。

多
半
空
閏
恨
外
詩
　
多
半
空
閏
外
を
恨
む
の
詩
。

十 『魏

鑢

け
署

到

Ⅷ
科

纂

華
蟄

一一隷

韓
諭

』

褥

覇

可

あ
る
。
現
在
は
江
馬
家
の
書
庫
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
が
、
文
化
十
二
年
頃
、
細

香
が
こ
の
書
を
読
み
耽

っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

細
香
に
右
の
如
き
唐
土
の
関
秀
詩
を
集
め
た
書
を
勧
め
た
の
は
、
や
は
り
京

に
彼
女
を
迎
え
た
師
山
陽
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京

・
江
戸
に
お
け
る
艶
詩
の

流
行
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
ぁ
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
細
香
の
詩
風

を
女
性
ら
し
い
優
艶
な
も
の
と
し
て
引
き
伸
ば
そ
テ
と
の
意
図
が
、
こ
の
頃
の

山
陽
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

文
化
十

一
年
夏
の
作
で
あ
る

「夏
日
偶
作
」

永
日
如
年
書
漏
遅
　
永
日
年
の
如
く
書
漏
遅
し
。

罪
微
細
雨
熟
梅
時
　
罪
微
た
る
細
雨
熟
梅
の
時
。

午
窓
眠
足
深
閏
静
　
午
窓
眠
り
足
り
て
深
閏
静
か
な
り
。

臨
得
香
壼
四
艶
詩
　
臨
み
得
た
り
香
査
四
艶
詩
。

同
じ
く
文
化
十

一
年
十
月
二
十
三
日
付
の
細
香
宛
頼
山
陽
書
簡
に
、
細
香
が
浄

書
し
諄
余、詩
辞
詩、、
。
女
弟
子
細
香
所
書
。
余
書
易
怒
張
。
篤
是
等
詩
、
如
髪
眉
男

子
強
學
侶
舞
。
細
香
雖
學
我
書
、
柔
業
所
作
、
自
帯
賦
媚
。
粉
影
脂
香
、

往
榮
紙
上
、
正
興
詩
体
相
樗
実
。

と
の
賛
を
附
し
て
人
に
贈

っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
右
の
詩
の
末
句
、
も
の
う

い
夏
の
午
後
に
手
習
い
を
し
た
と
い
う
香
査
体
の
艶
詩
と
は
、
山
陽
が
彼
女
に

浄
書
を
さ
せ
る
べ
く
送

っ
た
、
自
作
の
詩
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
同
年
六
月
十
七
日
付
の
書
簡
に
は
、

御
浄
書
は
如
何
。
夏
は
臨
池
之
業
、
却
結
句
消
暑
之

一
助
に
も
な
り
申
候

も
の
に
候
。
洛
神
も
得
閑
候
へ
ば
、
事

一
本
、
上
可
申
候
。

と
あ
り
、
山
陽
が
彼
女
の
書
の
手
本
と
し
て
、
曹
植
の
洛
神
賦
な
ど
を
も
送

っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
の

「
香
査
四
艶
詩
」
に
つ
い
て
は
今
は
未
詳
で

あ
る
が
、
洛
神
賦
が
洛
水
の
女
神
、
密
妃
と
の
逢
瀬
を
歌

っ
た
幽
艶
な
作
品
で

あ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
ぁ
る
。
山
陽
は
、
大
垣
の
細
香
の
許
へ
艶
麗
な
詩

篇
を
送
り
、
ま
た
京
に
招
い
て
は
唐
土
の
関
秀
詩
を
集
め
た
珍
し
い
書
な
ど
を

勧
め
て
い
た
の
で
ぁ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
細
香
を
喜
ば
す
と
共
に
、
彼
女
に
関
秀

詩
人
な
ら
で
は
の
詩
を
作
ら
せ
よ
う
と
の
意
図
に
依
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

同
趣
の
意
図
が
、
細
香
の
詩
に
施
さ
れ
た
山
陽
の
評
語
よ
り
も
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
真
閏
秀
之
詩
也
。

句
句
柔
麗
員
女
人
口
吻
。
髪
眉
男
子
百
計
模
倣
、
終
不
可
得
。

員
女
郎
詩
紹
佳
。

彼
が
善
し
と
し
た
細
香
の
詩
の
批
評
に
は
、
右
の
よ
う
な
言
葉
が
多
い
。
さ
ら

に
、
江
馬
家
に
残
る

「
細
香
詩
下
書
山
陽
添
削
」
（巻
子
本
）
に
は
、

春
水
ノ
詩
、
雨
夜
ノ
詩
、
清
婉
柔
婉
、
音
節
譜
和
、
イ
ツ
モ
此
風
調
ニ
ナ

ル
様
二
御
作
可
被
成
候
。

と
の
語
が
見
え
る
。
即
ち
、
山
陽
は
彼
女
を
丈
夫
に
互
す
る
詩
人
と
す
る
よ
り
、

む
し
ろ

「
閏
秀
詩
人
」
と
し
て
育
て
よ
う
と
し
て
ぃ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
関

秀
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
出
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
優
美
な
詩
を
作
ら
し
め
ん

と
し
て
い
た
の
で
ぁ
る
。

頼
山
陽
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
化
政
期
に
お
け
る
急
速
な
詩
人
層
の
広
が
り



と
無
関
係
で
は
な
い
。
士
大
夫
、
士
君
子
の
文
学
と
し
て
、
ご
く

一
部
の
知
識

階
級
に
の
み
専
有
さ
れ
て
い
た
漢
詩
文
が
、
地
方
に
も
普
及
す
る

一
方
で
、
次

第
に
下
級
士
人
、
町
人
の
中
に
も
そ
の
作
者
を
生
む
よ
う
に
な
る
。
こ
の
漢
詩

の
普
及
と
流
行
は
、
女
性
を
も
除
外
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
「
五
山
堂
詩

話
』
に
は
、
山
本
北
山
が
既
に
女
流
詩
人
を
集
め
、
ま
た
江
湖
詩
社
の
詩
人
達

が
女
流
の
詩
を
顕
彰
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

比
来
閏
秀
北
山
先
生

一
家
に
鐘
ま
る
。
先
生
の
室
、
細
桃
女
史
、
善
く
井

認
を
書
く
。
女
弟
子
文
姫
小
憲
と
琥
す
、
聰
慧
詩
を
善
く
す
、

今
五
山
堂
詩
話
』
巻
五
）

余
、
閏
秀
の
詩
に
逢
ふ
毎
に
、
必
ず
抄
存
し
て
以
て
流
侍
を
廣
む
。

（同
、
巻
二
）

こ
う
し
て
、
化
政
期
に
は
、
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
関
秀
詩
人
が
少
か
ら
ず
現

れ
る
。
筑
前
の
原
栄
蒙
、
尾
道
の
平
田
玉
蘊
、
越
前
の
片
山
九
腕
、
梁
川
星
巌

の
妻
紅
蘭
も
詩
に
長
じ
て
い
た
ｏ
江
馬
細
香
は
そ
の
典
型
的
な

一
人
と
言
え
る
。

さらに、女流詩人を育てた背景として、清の文人、衰随園の影響

一椰̈』〔『のない̈一績「中枷器』一̈中一‐こｏ、最「ィヒ̈］̈赫諄疇一一̈
一と影

‐こ作っ一流一ぁ詩因っ一一］一̈［中摯融］協癬繰端「毎」̈呻̈物中一̈『

は
、
山
本
北
山
、
大
窪
詩
仏
、
頼
山
陽
ら
、
日
本
の
中
央
詩
人
に
女
流
漢
詩
文

へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

選動「詢既曜略郡臓五「輸申臓―こ弟肝躙時議『』陽‐こ醸れによ『哺醐強婦嬌
そ
の
書
を

「
丁
度
貴
処
に
有
て
よ
ろ
し
き
も
の
」
と
、
細
香
に
譲
る
と
共
に
、

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
細
香
に
詩
集
上
梓
を
盛
ん
に
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
天
保

三
年
に
没
し
た
頼
山
陽
を
哭
す
細
香
の
詩
に
は
、

痕
才
弟
子
非
金
逸
　
療
才
の
弟
子
は
金
逸
に
非
ざ
る
も
。

授
業
先
生
是
小
倉
　
業
を
授
く
る
先
生
は
是
れ
小
倉
。

と
、
山
陽
を
衰
随
園
に
擬
し
、
随
園
が
女
弟
子
を
育
て
た
こ
と
が
、
彼
ら
の
師

弟
関
係
に
通
ず
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
陽
が
細
香
を
女
流
詩
人
と
し
て
育
て
る
の
に
熱
心
で
あ
っ

た
の
は
、
時
好
に
沿
っ
た
も
の
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
清
艶
、

柔
婉
の
風
を
彼
女
の
詩
風
と
し
て
勧
め
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
彼
の
恣
意
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。

先
日
は
終
日
預
御
款
待
黍
奉
存
候
、
御
来
喩
績
々
御
丁
寧
之
義
奉
存
候
、

然
は
其
節
御
託
申
上
候
豊
竹
封
幅
扇
面
弐
握
、
早
速
御
染
豪
御
途
興
被
下

黍
拝
受
仕
候
、
貴
稿
御
見
せ
才
情
驚
き
入
候
、
越
前
蘭
女
な
と
よ
リ
ハ
柔

婉
之
趣
有
之
甚
感
吟
仕
候
、
任
命
略
加
雌
黄
候
、
尚
追
々
拝
見
可
仕
候
…

（文
化
十
年
間
十

一
月
二
日
付
、

江
馬
蘭
斎
宛
　
頼
山
陽
書
簡
）

右
は
、
江
馬
家
を
訪
れ
た
後
、
細
香
の
父
蘭
斎
に
謝
意
を
こ
め
て
認
め
た
頼
山

陽
の
書
簡
で
あ
る
。
文
化
十
年
十

一
月
十

一
日
、
山
陽
は
細
香
と
初
め
て
会
い
、

彼
女
の
詩
稿
を
現
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
印
象
を
、
「越
前
蘭
女
な
と
よ
リ
ハ

場
蛯珈補）甦
誡
鶉
群
が饒
罫
舞
霙
駐

で
あ
る
。
山
陽
は
そ
の
九
碗
女
史
と
比
較
し
て
細
香
を
評
し
、
「
柔
婉
の
趣
」

を
細
香
の
資
質
と
し
て
見
抜
い
た
の
で
あ
っ
た
。
第

一
期
の
詩
が
持
つ
清
艶
な

美
し
さ
は
、
彼
女
の
女
性
ら
し
い
感
性
が
、
頼
山
陽
の
適
切
な
指
導
を
得
て
結



実
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（三
）

第
二
期
　
自
鴎
社
時
代
文
政
三
年
２
天
保
三
年

（四
十
六
歳
）

文
政
初
年
、
大
垣
に
詩
社

「
自
鴎
社
」
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た

の
は
、
文
化
十
四
年
江
戸
遊
学
か
ら
帰
り
、
郷
里
大
垣
に
身
を
落
ち
着
け
て
い

た
梁
川
星
巌
、
頼
山
陽
の
高
弟
で
あ
る
村
瀬
藤
城
、
星
巌
と
同
じ
く
、
江
戸
に

遊
学
し
山
本
北
山
門
に
学
ん
だ
柴
山
老
山
、
そ
し
て
江
馬
細
香
ら
で
あ
る
。
美

濃
大
垣
に
お
い
て
、
名
を
挙
げ
る
に
値
す
る
詩
社
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
殆
ど

こ
れ
が
最
初
と
言

っ
て
差
し
支
え
な
い
。
梁
川
星
巌
、
村
瀬
藤
城
、
江
馬
細
香

と
い
っ
た
優
れ
た
詩
人
達
を
得
て
、
こ
の
自
島
社
が
地
方
詩
壇
と
し
て
は
格
段

の
水
準
の
高
さ
を
誇

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
文
政
四
年
、

美
濃
詩
人
の
詩
を
集
め
た

『
三
野
風
雅
』
が
津
阪
拙
修
の
手
に
よ
っ
て
編
ま
れ

る
が
、
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
も
、
彼
ら
自
鴎
社
の
詩
人
達
で
あ
る
。

前
に
も
触
れ
た
如
く
、
化
政
期
に
は
漢
詩
が
地
方
に
も
普
及
し
、
遠
近
の
在

郷
で
小
詩
人
達
が
増
え
、
ま
た
、
そ
の
層
が
広
が
っ
て
行

っ
た
。
彼
ら
の
中
、

恵
ま
れ
た
あ
る
者
は
、
京

・
大
坂

・
江
戸
に
遊
学
し
、
中
央
の
文
人
の
開
く
塾

に
身
を
寄
せ
た
。
例
え
ば
、
頼
山
陽
門
下
の
後
藤
松
陰
、
山
本
北
山
の
霙
疑
塾

に
学
ん
だ
梁
川
星
巌
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
者
は
、
中
央
の
文
人

と
郵
透
を
介
し
て
師
弟
の
関
係
を
結
ん
だ
。
江
馬
細
香
と
頼
山
陽
の
関
係
が
そ

れ
で
、
細
香
は
自
分
の
詩
稿
に
添
え
て
謝
金
を
送
る
他
、
歳
暮
等
、
折
々
の
進

物
を
欠
か
さ
ず
山
陽
に
送

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
山
陽
ら
中
央
の
詩
人
達
は
、
地
方
を
遊
歴
し
、
各
所
各
所
の
文
人
を

訪
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
遊
歴
の
目
的
は
、
見
聞
と
共
に
、
潤
筆
料
を
得
る
こ

と
に
も
あ
る
。
山
陽
が
文
化
十
年
、
細
香
と
知
り
合

っ
た
の
は
、
尾
張

・
三
河

・

伊
勢
遊
歴
の
途
次
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
彼
は
、
文
政
元
年
三
月
か
ら
翌
年
二

月
ま
で
九
州
を
廻

っ
て
い
る
。
地
方
遊
歴
に
よ
っ
て
、
山
陽
ら
中
央
の
詩
人
は

交
遊
を
広
げ
、
詩
文
を
唱
酬
す
る
と
共
に
、
地
方
地
方
の
詩
人
達
や
詩
社
を
結

ぶ
案
内
人
の
如
き
役
割
も
果
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
に
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
教
養
人
達
は
、
山
陽
ら
中

央
文
人
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
頼
山
陽
と
地
方
詩
壇
と
の
関

わ
り
は
、
そ
れ
の
み
に
依
る
も
の
で
は
無
論
な
い
。

濃
中
自
鴎
祗
と
中
も
の
、
鏡
意
作
詩
文
候
よ
し
続
き
候
へ
か
し
と
所
申
事

に
候
。

（文
政
四
年
七
月
六
日
付
　
篠
崎
小

竹

・
武
内
確
斎
宛
　
頼
山
陽
書
簡
）

右
の
書
簡
は
自
島
社
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
地
方
詩
壇
へ
の
、

山
陽
の
関
心
と
期
待
が
窺
え
る
。
ま
た
彼
は
、
美
濃
詩
人
の
詩
集

『
三
野
風
雅
』

に
載
せ
る
為
の
細
香
の
相
談
に
も
応
ず
る
外
、
地
方
の
才
能
あ
る
詩
人
を
熱
心

に
指
導
し
た
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
多
く
の
書
簡
に
よ
り
見
て
と
れ
る
。　
一
方
、

中
央
の
文
壇
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

京
師
文
壇
索
莫
、
未
有
如
今
日
之
甚
見
に
付
て
も
、
奉
待
先
生
旗
鼓
東
上
。

（文
政
四
年
九
月
十
八
日
付

菅
茶
山
宛
　
頼
山
陽
書
簡
）

当
地
な
ど
も
扱
々
蓼
々
ノ
義
、
梅
辻

（春
樵
）
中
島

（粽
隠
）
な
ど
の
謄
伍

に
て
、
過
日
月
候
、
口
借
事
に
御
座
候
。
詠
物
の
律
、
竹
枝
の
み
、
組
句

な
ど
の
外
は
、
詩
の
様
と
存
不
申
候
。
杜

・
韓

・
蘇
な
ど
の
七
古
な
ど
は
、

は
な
し
候
て
も
、
ア
チ
ラ
ニ
知
ぬ
程
の
事
に
御
座
候
、
可
憐
候
。
私
ど
も

作
詩
候
て
も
、
見
せ
る
も
の
も
無
之
、
因
て
私
文
の
事
も
知
人
無
之
候
。



（文
政
四
年
十

一
月
二
十

一
日

付
、
菅
茶
山
宛
　
頼
山
陽
書
簡
）

文
政
四
年
に
認
め
ら
れ
た
こ
の
二
つ
の
書
簡
は
、
山
陽
の
目
に
映

っ
た
当
時
の

状
況
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
央
文
壇
へ
の
不
満
と
失
望
が
、
山

陽
の
地
方
に
向
け
ら
れ
た
関
心
と
期
待
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
も
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
文
学
の
地
方
分
化
と
い
う
流
れ
、
そ
の
真
只
中
に
細
香
は
い
た
の

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
期
の
細
香
の
詩
は
、　
一
転
し
て
愁
い
の
色
を
帯
び
る
。
第

一
期

に
お
い
て
、
彼
女
の
世
界
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
ば
を

「
微
風
」
「
東
風
」
「
深

閏
」
「
柔
指
」
「
弓
桂
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、

こ
の
期
、
そ
れ
ら
は

「
秋
冷
」
「
寒
雨
」
「寒
関
」
「残
花
」
「墜
葉
」
に
よ
っ
て

置
き
換
え
ら
れ
る
。
例
と
し
て
詩
句
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

午
眠
初
覺
小
亭
中
　
午
眠
初
め
て
覺
む
小
亭
の
中
。

頬
下
枕
痕
些
印
紅
　
頬
下
の
枕
痕
些
か
紅
を
印
す
。

（
初
夏
し

時
間
疎
雪
飛
姦
撲
　
時
に
聞
く
、
疎
雪
の
飛
姦
の
ご
と
撲
つ
を
。

数
黙
曰
痕
量
碧
紗
　
敷
隷
の
回
痕
碧
紗
を
馨
す
。

令
四
時
詞

・
冬
詞
し

昨
雨
新
晴
麗
日
喧
　
昨
雨
新
た
に
晴
れ
て
麗
日
喧
な
り
。

弓
嘆
歩
到
海
棠
村
　
弓
検
歩
み
到
る
海
棠
の
村
。

「
遊
春
し

以
上
は
、
第

一
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
軽
快
な
筆
致
、
清
婉
な
美
し

さ
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

征
鴻
瞭
瞑
入
雲
飛
　
征
鴻
瞭
瞑
雲
に
入
り
て
飛
ぶ
。

何
虎
秋
閏
人
未
婦
　
何
虎
の
秋
関
か
人
未
だ
婦
ら
ず
。

翁
聞
雁
じ

西
風
浙
涯
戦
窓
紗
　
西
風
浙
涯
と
し
て
窓
紗
に
戦
ぐ
。

秋
老
庭
園
不
見
花
　
秋
老
い
て
庭
園
花
を
見
ず
。

淡
淡
流
輝
不
終
夕
　
淡
淡
た
る
流
輝
終
夕
な
ら
ず
。
　
　
「秋
日
偶
題
し

庭
西
竹
暗
没
斜
明
　
庭
西
の
竹
暗
く
斜
明
を
没
す
。

今
夏
夜
し

詩
題
が
秋
冬
に
傾
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
第
二
期
の
作
品

が
、
前
の
み
ず
み
ず
し
い
詩
風
よ
り
沈
潜
し
、
凋
落
、
或
い
は
霧
り
の
あ
る
美

に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

詩
社

「自
鴎
社
」
の
中
心
と
な
り
、
詩
人
と
し
て
の
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
、　
一
見
華
や
か
な
生
活
と
は
う
ら
は
ら
に
、
こ
の
期
の
彼
女
の
詩
を
覆
う

影
は
、
何
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

偶
作

春
窓
寂
寂
書
情
開
　
春
窓
寂
寂
と
し
て
豊
開
く
に
備
し
。

中
酒
情
懐
冷
似
灰
　
酒
に
中
り
て
情
懐
灰
に
似
て
冷
た
し
。

三
日
不
添
亮
鴨
火
　
一一一日
添
へ
ず
亮
鴨
の
火

臥
聞
朝
雨
濯
残
梅
　
臥
し
て
聞
く
朝
雨
の
残
梅
に
濃
ぐ
を

晩
春
偶
題

芳
事
閲
珊
警
眼
過
　
芳
事
関
珊
瞥
眼
に
過
ぐ
。

斜
風
細
雨
到
窓
紗
　
斜
風
細
雨
窓
紗
に
到
る
。

海
棠
残
艶
蜂
王
國
　
海
棠
の
残
艶
蜂
の
王
國
。

楊
柳
新
陰
燕
子
家
　
楊
柳
の
新
陰
燕
子
の
家
。

簾
慎
有
香
春
夢
媛
　
簾
帳
香
有
り
て
春
夢
媛
か
し
。

庭
園
無
月
夜
情
除
　
庭
園
月
無
く
夜
情
除
な
り
。



関
情
畢
寛
難
除
却
　
閑
情
畢
寛
除
却
し
難
し
。

獨
議
喰
燈
賦
落
花
　
獨
り
唸
燈
を
話
じ
て
落
花
を
賦
す
。

「
偶
作
」
の
寂
々
た
る
春
窓
、
火
の
気
の
な
い
香
炉
、
残
梅
と
落
塊
す
る
も
の

に
引
か
れ
る
彼
女
の
心
の
中
に
潜
ん
で
い
た
の
は
、
不
安
、
焦
燥
と
も
言
う
べ

き
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「晩
春
偶
題
」
の
如
く
、　
春
の
詩
さ
え
も

以
前
に
は
見
せ
な
か

っ
た
哀
調
を
帯
び
、
と
り
と
め
な
く
広
が
る
孤
独
感
が
彼

女
に
筆
を
執
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

文
政
三
年
、
細
香
二
十
四
歳
、
世
間
並
の
幸
福
を
思
い
切
り
、
風
雅
の
中
に

暮
ら
し
て
来
た
彼
女
に
と
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
す
べ
き
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
細
香
は
画
を
愛
し
、
詩
を
愛
し
、
日

々
を
そ
の
中
に
送
る
こ
と
を
欲
し
た
。
そ
れ
は
十
分
に
叶
え
ら
れ
た
が
、
孤
独

と
い
う
代
償
を
も
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
自
分
自
身
の
選
択

を
、
決
し
て
後
悔
し
て
い
た
ゎ
け
で
は
な
い
。
控
え
め
な
が
ら
、
彼
女
に
は
女

流
文
人
と
し
て
の
衿
持
が
あ
る
。
自
ら
選
ん
だ
道
で
あ
る
。
何
も
の
に
も
換
え

難
い
充
足
感
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
友
の
去

っ
た
夜
半
、
窓
に
雨
の
降

り
そ
そ
ぐ
秋
の
一
日
に
、
ふ
と
襲
わ
れ
る
焦
燥
や
喪
失
感
、
そ
れ
を
免
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
い
。
細
香
の
生
涯
を
思
う
に
、
彼
女
の
心
は
焦
燥
と
平
安
の
は
ざ

ま
に
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
た
よ
う
で
ぁ
る
。
身
の
衰
え
を
予
感
し
始
め
る
こ

の
期
こ
そ
、
そ
の
振
幅
の
最
も
大
き
い
時
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
次
の
頼
山

陽
の
詩
は
、
こ
う
し
た
細
香
の
素
顔
を
照
ら
し
出
す
も
の
で
あ
る
。

細
香
女
史
書
来
。
自
言
才
思
歳
減
。
以
此
賦
之
。

頼
　
山
陽

不
逢
道
蘊
又
経
年
　
道
蘊
に
逢
は
ず
し
て
又
年
を
経
た
り
。

依
薔
才
情
誰
競
妍
　
薔
に
依
る
才
情
誰
か
妍
を
競
は
ん
。

只
伯
雪
花
春
架
様
　
只
だ
伯
る
雪
花
春
架
の
様
な
る
も
の
の
、

風
吹
却
到
緑
髪
邊
　
風
に
吹
か
れ
て
却
つ
て
緑
業
の
邊
に
到
る
を
。

（文
政
八
年
）

道
蘊
と
は
、
才
名
を
調
わ
れ
た
晋
の
女
性
、
謝
道
蘊
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
勿

論
細
香
を
指
す
。
山
陽
が
ユ
ー
モ
ア
の
漂
う
、
こ
の
暖
か
い
詩
を
寄
せ
て
彼
女

を
慰
め
た
の
は
、
年
を
経
る
毎
に
才
能
や
情
感
が
涸
渇
し
て
行
く
の
で
は
な
い

か
と
い
う
畏
れ
を
抱
い
た
細
香
が
、
そ
れ
を
山
陽
に
訴
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
山
陽
の
書
簡
を
窺
う
に
、
詩
人
と
し
て
の
彼
女
、
詩
友
と
し
て
の
細

香
の
存
在
を
、
依
然
重
ん
じ
て
は
い
る
が
、
文
化
年
間
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
が

如
き
、
恋
情
め
い
た
思
い
は
薄
れ
て
行
く
感
が
あ
る
。
そ
れ
が
細
香
の
孤
独
感

を
増
さ
な
か
っ
た
と
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
細
香
に
自
ら
の
不

安
を
訴
え
さ
せ
た
も
の
は
、
遠
ざ
か
り
っ
っ
あ
る
山
陽
を
呼
び
と
め
ん
と
の
、

さ
さ
や
か
な
媚
を
含
ん
だ
女
心
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

文
政
初
年
頃
の
詩
に
賦
さ
れ
る
凋
落
の
風
景
は
、
こ
う
し
た
細
香
の
心
の
中

の
不
安
と
焦
燥
と
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
潜
在
的
で
あ
っ

た
そ
れ
が
、
四
十
路
を
迎
え
ん
と
す
る
文
政
七
、
八
年
頃
の
作
品
か
ら
、
か
な

り
直
接
的
に
吐
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

自
述

三
従
線
欠

一
生
涯
　
一二
従
絡
て
欠
く

一
生
涯
。

漸
逐
衰
顔
益
放
懐
　
漸
く
衰
顔
を
逐
ひ
て
益
々
懐
を
放
つ
。

擬
試
書
竃
裂
羅
帯
　
豊
望
を
試
み
ん
と
擬
し
て
は
羅
帯
を
裂
き
。

篤
粧
瓢
口
卸
銀
銀
　
瓢
口
を
粧
は
ん
が
篤
に
銀
鎖
を
卸
す
。

針榊議『際補脚　鉗脚”一「は議凱“肛鰈哺胸嘲れな％を。

螂鮫
翻
誡
劇騒
降輪
鴨
甲̈
鶴ぽ
ふ亀



右
は
、
そ
の
題
に
も

「
自
述
」
と
あ
る
如
く
、
詩
画
に
耽
る
自
ら
の
姿
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
。
夫
に
仕
え
る
こ
と
を
得
な
か

っ
た
自
分
の
生
涯
、
勿
論
、
そ

れ
は
詩
を
賦
し
画
を
描
く
こ
と
に
捧
げ
よ
う
と
い
う
、
自
ら
の
選
択
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
を
間
違
い
で
あ
っ
た
と
否
定
す
る
意
は
な
い
。
し
か
し
、

年
月
の
経
過
と
共
に
忍
び
寄
る
老
い
の
影
は
、
伴
侶
も
な
く

一
人
閏
中
に
暮
す

孤
独
に
拍
車
を
か
け
、
　
一
層
彼
女
の
憂
愁
を
深
め
る
の
で
あ
っ
た
。
「
人
過
盛

年
情
絡
灰
。
寄
身
僧
院
隔
塵
埃
」
翁
平
等
寺
僑
居
雑
味
し

「楽
事
稀
疎
髪
漸
絲
。

唯
親
至
浅

一
段
后
」
翁
偶
題
し

「髯
絲
斜
照
青
燈
影
　
四
十
明
朝

又
欲
過
」

翁
除
夜
作
し

等
、
皆
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た

「千
歳
猶
知
怨
難
墨
。
鵬
鶴
聟
裏

雨
濠
檬
」
翁
題
自
書
墨
竹
し

は
こ
う
し
た
彼
女
に
よ
っ
て
把
え
ら
れ
る
風
景

で
あ
り
、
さ
ら
に

「
露
氣
凄
凄
始
欲
凝
。
風
頭
入
髪
自
影朋
彗
」
「
柳
漢
居
士
見

示
中
秋
後
二
日
舟
行
賞
月
詩
。
次
韻
却
寄
柳
述
羨
意
し

「新
愁
薔
感
夜
沈
沈
。

有
酒
今
宵
不
可
掛
」
（同
）
と
、
繰
り
返
し
自
ら
の
孤
独
な
境
涯
が
歌
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
細
香
の
詩
の
価
値
は
、
そ
の
孤
独
が
、
そ
の
焦
燥
が
、
あ
く
ま
で

も
自
ら
の
も
の
と
し
て
、
実
情
に
即
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

近
世
初
期
、
儒
者
の
余
技
、
或
い
は
道
を
推
進
す
る
道
具
と
し
て
、
思
想
に

従
属
す
る
地
位
に
あ
っ
た
漢
詩
文
が
、
伊
藤
仁
斎
の

「詩
は
人
情
を
道
う
」
と

の
文
学
観
を
得
て
、
独
自
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

譲
園
派
の
人
々
に
よ
っ
て
実
作
の
上
で
詩
文
の
独
立
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
は
、

既
に
先
学
の
御
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
護
園
派
の
活
動
は
漢
詩
文
盛
行

の
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
よ
う
や
く
に
し
て
獲
得
さ
れ
た

「人
情
」
と
い
う
内

容
が
、
古
人
の
用
い
た
語
句
を
通
し
て
し
か
表
現
さ
れ
得
な
い
と
い
う
文
学
観

は
、
そ
も
そ
も
矛
盾
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
果
し
て
、
古
文
辞
格
調
派
の

詩
を
擬
唐
詩
と
し
て
批
判
す
る
声
は
、
服
部
南
郭
の
時
代
よ
り
既
に
現
れ
は
じ

め
、
天
明
三
年
、
江
戸
の
山
本
北
山
が

『
作
詩
志
設
』
を
著
す
に
至
っ
て
、
譲

園
派
の
文
学
観
は
覆
え
さ
れ
る
。
山
本
北
山
が
提
唱
し
た
の
は
、
「
日
前
ノ
景
」

を
賦
す
こ
と
で
あ
り
、
「
自
己
ノ
真
情
」
を
賦
す
こ
と
で
あ
っ
た
ｏ　
こ
の
北
山

の
主
張
に
率
ら
れ
て
、
そ
れ
を
実
作
の
上
で
示
し
た
の
が
、
市
河
寛
斎
、
柏
木

如
亭
、
や
や
遅
れ
て
菊
池
五
山
、
大
窪
詩
仏
ら
江
戸
江
湖
詩
社
の
詩
人
達
で
あ

る
。
彼
ら
は
目
に
ふ
れ
る
も
の
、
心
を
動
か
す
も
の
を
あ
り
の
ま
ま
詩
に
賦
そ

う
と
試
み
る
。

詩
は
情
の
由
て
嚢
す
る
所
。
荀
も
興
す
る
所
な
け
れ
ば
、
則
ち

一
月
、
作

ら
ぎ
る
可
し
。
境
致

一
た
び
到
れ
ば
、
則
ち

一
日
、
幾
篇
を
累
ぬ
る
も
、

亦
多
と
篤
さ
ず
、
若
し
必
ず
詩
を
以
て
課
と
篤
さ
ば
則
ち
性
盤
を
夭
関
し
、

才
情
を
極
結
す
。
粗
率
牽
強
の
病
、
亦
随
て
生
ず（
五
山
堂
詩
話
』
巻
六
）

詩
は
人
間
の
真
の
情
に
発
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て
人
の
心
を
動
か
す

も
の
で
あ
れ
ば
、
詩
に
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
物
に
感
じ
、
心
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
詩
を
成
し
得
ぬ
と
い
う
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
至

っ
て
は
、
漢
詩
は
も
は
や
士
大
夫
、
士
君
子
の
文
学
で
は
な
い
。
下

級
士
人
で
も
よ
い
ｏ
町
人
で
も
よ
い
ｏ
各
々
が
自
ら
の
情
を
、
眼
前
の
景
色
を
、

古
文
辞
に
依
る
こ
と
な
く
、
今
、
こ
こ
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
こ

の
時
期
、
漢
詩
が
地
方
に
ま
で
普
及
し
、
さ
ら
に
女
流
詩
人
を
も
生
む
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

詩
を
遠
く
に
求
め
る
こ
と
な
く
、
「
日
前
ノ
景
」
と

「
自
己
ノ
真
情
」
を
賦

す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
文
学
観
、
言
葉
の
世
界
を
詩
人
の
実
生
活
と

一
致
さ
せ

る
態
度
は
、
化
政
期
漢
詩
壇
の
風
潮
で
あ
る
が
、
細
香
の
詩
が
自
ら
の
情
を
そ

の
ま
ま
写
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
思
想

は
、
他
な
ら
ぬ
師
頼
山
陽
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

文
化
十

一
年
の

「
閑
居
夏
日
」
詩
に
、
山
陽
は
、
「
句
々
賞
際
。
是
僕
法
門
」
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と
の
評
を
加
え
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の

「
責
際
」
を
詩
に
す
る
と
い
う
態
度
は
、

あ
く
ま
で
も

「
僕
法
門
」
で
あ
り
、
自
分
の
属
し
て
い
な
い
詩
壇
、
殊
に
京

・

江
戸
の
詩
壇
の
詩
は
真
詩
で
は
な
い
、
と
の
気
持
ち
を
強
く
持

っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
文
化
十
三
年
の

「
江
行
即
事
」
を
評
し
て
、

後
二
句
タ
ト
ヘ
ト
見
へ
候
ヘ
ト
モ
キ
コ
ヘ
ガ
タ
シ
。
前
二
句
ヲ
韓
結
ニ
シ

テ
御
作
リ
カ
ヘ
可
被
成
候
。
詩
ハ
ス
ナ
ヲ
ナ
ル
カ
ヨ
シ
。
況
婦
人
之
詩
乎
。

君
ノ
詩
ス
ナ
ヲ
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
佳
詩
多
ク
候
。
ワ
ル
ク
御
ヒ
ネ
リ
ソ
コ
ナ

イ
被
成
マ
シ
ク
候
。
江
戸
五
山
ナ
ト
ノ
様
ニ
ナ
リ
テ
ハ
ム
ツ
カ
シ
ク
候
．

ハ
テ
ハ
狂
詩
ノ
様
ニ
ナ
リ
申
候
。

と
言
い
、
文
政
二
年
の

「
秋
竹
」
詩
に
、

是
等
趣
向
京
江
戸
ナ
ト
ノ
健
詩
二
落
ル
憂
ア
リ
。

と
言
う
如
く
で
ぁ
る
。
こ
の
頃
の
山
陽
が
、
京

・
江
戸
の
詩
壇
に
対
抗
意
識
を

抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
書
簡
よ
り
も
見
て
と
れ
る
が
、
そ
れ
は
京

ｏ
江
声
の
詩

壇
を
向
こ
う
に
回
し
て
孤
軍
奮
闘
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
彼
の
立
場
に

起
因
す
る
も
の
で
も
ぁ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
た
同
時
に
、
京

・
江
戸
の
詩
壇
で

流
行
し
て
い
た
竹
枝
詩
を
「
猥
褻
墳
細
」
（文
化
十
二
年
八
月
二
十
九
日
付
　
菅

茶
山
宛
頼
山
陽
書
簡
し

と
難
ず
る
な
ど
、
一彼
ら
の
あ
る
面
で
は
都
会
的
な
詩

を
、
技
巧
過
多
な
偽
詩
と
退
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
細
香
の
詩
に
施
さ
れ

た
評
語
に
も
、

責
事
員
詩
、
可
喜
可
喜
。

具
情
責
語
、
読
之
撓
沸
。

と
、
実
情
を
重
ん
ず
る
姿
勢
が

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。

山
陽
の
こ
れ
ら
の
語
、
そ
し
て
彼
の
残
し
た
文
学
を
閲
し
て
行
く
と
、
彼
が

漢
詩
と
い
う
最
も
枠
の
定
ま

っ
た
文
学
形
式
の
中
で
自
由
な
表
現
を
試
み
、
漢

詩
壇
と
い
う
世
界
で
最
大
限
に
自
ら
の
人
間
性
を
解
放
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
自
ら
の
あ
り
の
ま
ま
な
る
心
を
表
出
し
た
も
の
を

こ
そ

「
真
詩
」
と
呼
び
、
そ
う
し
た

「
真
詩
」
を
作
る
よ
う
、
細
香
を
導
い
た
。

そ
れ
は
冒
頭
に
挙
げ
た
例
に
も
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

か
つ
て
五
山
の
評
し
た
清
艶
の
風
よ
り
、
深
く
沈
潜
し
た
細
香
の
こ
の
期
の

詩
風
は
、
自
ら
の
内
面
を
凝
視
し
、
そ
れ
を
文
学
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿

勢
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
詩
人
生
活
の
充
実
に
伴
い
、
彼
女
に
と
っ
て
、
漢
詩
が

情
を
述
べ
る
文
学
と
し
て
発
展
し
て
行

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
細
香
は
詩
論
、

随
筆
の
類
を
残
し
て
い
な
い
が
、
山
陽
に
導
か
れ
、
育
く
ま
れ
た
彼
女
の
文
学

観
の
片
鱗
は
、
詩
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

讀
紫
史

誰
執
形
管
篤
情
事
　
誰
か
形
管
を
執
り
て
情
事
を
篤
せ
る
。

千
載
讀
者
心
如
酔
　
千
載
讀
者
心
酢
ふ
が
如
し
。

分
析
妙
虎
果
女
見
　
妙
虎
を
分
析
す
果
女
見
。

自
興
丈
夫
風
懐
異
　
自
ら
丈
夫
と
風
懐
異
な
る
。

（中
略
）

五
十
四
篇
千
萬
言
　
五
十
四
篇
千
萬
言
。

畢
寛
不
出
情

一
字
　
畢
寛
出
だ
さ
ず
情
の
一
字
。

情
有
歎
条
有
悲
傷
　
情
に
歎
榮
有
り
悲
傷
有
り
。

就
中
鐘
情
是
相
思
　
就
中
鐘
情
な
る
は
是
れ
相
思
。

勿
罪
通
篇
事
渉
涯
　
鶏
む
る
勿
れ
、
通
篇
事
涯
に
渉
る
と
。

極
欲
説
出
壼
情
地
　
極
め
て
情
を
壼
く
す
の
地
を
説
き
出
さ
ん
と
欲
す
。

詢解鄭蹄籐練議　訓解辞赫肝調ない漱磁増彫彙「。

「
紫
史
五
十
四
篇
」
と
は
紫
式
部

『
源
氏
物
語
』
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
」
は
、

近
世
初
期
の
儒
者
達
か
ら
涯
猥
の
書
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
山



陽
、
細
香
ら
に
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「情
を
述
ぶ
る
」
と
い
う

文
学
の
主
題
を
極
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「詩
は
情
を
述
ぶ
る
」
も
の
で
あ
る

と
い
う
文
学
観
を
獲
得
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
王
朝
物
語
と
漢
詩
と
は
、
も
は

や
異
次
元
の
も
の
で
は
な
い
。
共
に

一
つ
の
理
想
を
目
指
し
た
文
学
の
形
式
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
細
香
は

『
源
氏
物
語
」
に
描
き
出
さ
れ
た
人
情
の
機
微
を
、

作
者
が
女
性
で
あ
る
か
ら
こ
そ
把
え
得
た
も
の
と
し
て
称
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

自
ら
も
女
流
詩
人
と
し
て
筆
を
と
る
細
香
の
さ
さ
や
か
な
誇
り
に
他
な
ら
な
い
。

（四
）

第
二
期
　
山
陽
没
後
よ
り
、
黎
郡
吟
社

・
咬
菜
社
時
代

天
保
三
年
２
文
久
元
年

（七
十
五
歳
）

天
保
三
年
九
月
二
十
二
日
、
師
山
陽
は
結
核
で
世
を
去
る
。
又
、
天
保
九
年
、

父
蘭
斎
が
病
没
す
る
。
詩
人
、
画
人
と
し
て
の
名
が
広
ま
り
、
郷
里
美
濃
に
お

い
て
は
指
導
的
な
位
地
に
立
ち
つ
つ
あ
っ
た
が
、
人
生
を
支
え
て
来
た
二
人
と

の
離
別
は
、
や
は
り
細
香
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
ｏ
か
つ
て
宴
を
共

に
し
た
詩
友
達
も
灘
散
し
、
鬼
籍
に
名
を
登
ず
る
者
が
年
毎
に
増
え
て
行
く
。

こ
の
頃
の
彼
女
の
詩
か
ら
寂
莫
の
色
が
ぬ
ぐ
え
な
い
の
は
、
そ
の
為
で
あ
ろ
う
。

窓
の
ほ
と
り
で
、
音
賦
し
た
詩
を
手
に
取
る
姿

（「春
晩
し

、
去
年
の
宴
を
思

い
つ
つ
、
孤
り
手
酌
で
月
を
眺
め
る
姿

（「
甲
午
中
秋
懐
昨
遊
し

、
全
て
、
過

去
の
追
想
の
中
に
暮
す
日
々
の

一
勘
で
あ
る
。
節
後
の
菊
に
寄
せ
る
心
も
、
そ

の
孤
独
な
姿
に
自
ら
と
相
似
通
う
も
の
を
見
出
し
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。　
一

体
感
と
も
言
う
べ
き
愛
着
が
感
ぜ
ら
れ
る

（
「題
自
蓋
菊
」
「
晩
秋
」
）
。
天
保

五
年
に
作
ら
れ
た

「
自
遣
」
は
、
こ
う
し
た
天
保
期
の
細
香
の
内
面
が
吐
露
さ

れ
た
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。

一
夢
勿
勿
半
百
人
　
一
夢
勿
勿
半
百
人
。

幽
懐
績
績
暗
愴
神
　
幽
懐
績
線
と
し
て
暗
く
神
を
愴
ま
し
む
。

月
鮎
月
満
望
兼
朔
　
月
麗
け
月
満
ち
て
望
朔
を
兼
ぬ
。

帥詳議劉制ほ時　醐嘲誌嘲棚計庫割は時げ別なるかと疑ひ。

己
看
書
覺
眼
重
新
　
己
に
看
れ
る
書
は
眼
の
重
ね
て
新
た
な
る
か
と
覺
ゆ
。

此
身
所
願
唯
無
恙
　
此
の
身
願
ふ
所
は
唯
だ
恙
無
き
こ
と
を
。

猶
有
高
堂
老
病
親
　
猶
は
高
堂
老
病
の
親
有
り
。

老
年
、
孤
独
と
い
う
、
寂
蓼
た
る
を
免
れ
得
な
い
生
活
の
中
で
、
あ
く
ま
で
も

欲
望
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
静
を
保
と
う
と
す
る
、
彼
女
の
人
生
観
が

窺
え
る
。

細
香
と
い
う
人
は
、
人
生
の
哀
楽
に
大
胆
に
ぶ
つ
か
ろ
う
と
す
る
よ
り
は
、

情
熱
を
抑
え
、　
一
歩
控
え
た
所
か
ら
人
事
の
変
遷
を
見
よ
う
と
す
る
人
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
彼
女
の
態
度
は
、
若
い
頃
よ
り
現
れ
て
い
る
。

種
花
不
愛
猶
不
種
　
花
を
種
ゑ
て
愛
せ
ざ
る
は
猶
種
ゑ
ざ
る
が
ご
と
し
。

愛
花
不
惜
猶
不
愛
　
花
を
愛
し
て
借
し
ま
ざ
る
は
猶
愛
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。

愛
有
貪
情
惜
有
憂
　
愛
す
れ
ば
貪
情
有
り
、
僣
し
め
ば
憂
ひ
有
り
。

此
意
紛
紛
生
拘
硬
　
此
の
意
紛
紛
と
し
て
拘
硬
を
生
ず
。

「
矢
橋
子
直
植
櫻
樹
千
餘
株
於
金
生
山
上
。
因
徴
四
方
詩
。
余
方
興
焉
し

花
を
植
え
て
お
き
な
が
ら
、
花
を
愛
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
花
を
植
え
な

か
っ
た
と
同
じ
こ
と
で
す
。
花
を
愛
し
な
が
ら
、
花
が
散
る
の
を
惜
し
む
気
持

ち
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
花
を
愛
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
愛
す

る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
欲
が
出
ま
す
し
、
惜
し
む
気
持
ち
が
あ
れ
ば
悲
し
み
が
湧

き
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
心
が
入
り
乱
れ
て
、
こ
だ
わ
り
が
生
じ
る
の
で
す
。

―
―
美
し
い
も
の
を
愛
す
る
が
故
に
生
じ
る
憂
情
、
そ
れ
が
必
然
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
う
し
た
必
然
を
含
む
現
実
に
拘
泥
せ
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
悲
哀
を
避



け
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
文
政
三
年
の
頼
山
陽
書
簡
に
次
の
件
が
あ
る
。

扱
々
御
鬱
陶
と
奉
察
候
、
世
事
御
嫌
に
て
、
被
欠
人
間
之
歎
娯
候
義
も
有

之
所
、
今
般
之
所
に
て
見
候
へ
ば
、
是
れ
が
却
而
苦
僣
之
基
と
相
成
候
と

相
見
へ
候
、
誤
了
半
生
女
見
身
、
可
借
。

愛
執
や
快
楽
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
の
で
き
な
い
彼
女
の
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
は
、

む
し
ろ
そ
れ
が
失
わ
れ
た
際
の
愁
嘆
を
恐
れ
る
が
故
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
女
性
達
の
中
、
自
分
は

「
空
蝉
の
蝉
脱
ぎ
来
た
る

を
」
愛
す
る

（「讀
源
語
し

と
言
う
の
も
、
自
ら
の
境
涯
を
顧
み
て
源
氏
へ
の

思
慕
を
押
し
殺
し
、
愛
欲
に
溺
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
空
螺
の
、
自
己
抑
制
と
も

呼
ぶ
べ
き
態
度
に
共
感
を
覚
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
山
陽
は

「
誤
了
半
生
女
見

身
」
と
言
う
が
、
幸
福
な
人
生
を
求
め
て
の
自
ら
の
選
択
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ

れ
が
現
在
の

「
苦
僣
之
基
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な

く
、
彼
女
自
身
気
づ
い
て
い
た
こ
と
で
は
ぁ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
れ
の
道
を
選

ん
だ
と
こ
ろ
で
避
け
難
い
苦
悩
で
ぁ
る
な
ら
ば
、
哀
楽
の
情
に
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
を
忌
む
彼
女
の
性
情
は
、
淡
雅
な
文
人
生
活
の
中
に
自
ら
の
幸
福
を
求
め
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
の
だ
。

交
態
似
潮
知
進
退
　
一父
態
潮
に
似
て
進
退
を
知
る
。

世
情
如
月
察
盈
虚
　
世
情
月
の
如
く
盈
虚
を
察
す
。翁
贈
菅
太
古
新
卜
居
し

人
と
交
わ
る
に
は
、
丁
度
潮
の
様
に
進
む
べ
き
時
と
退
く
べ
き
時
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
御
存
じ
で
す
。
ま
た
、
浮
世
の
有
様
は
、
月
が
満
ち
て
は
欠
け
る
如

く
に
移
り
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
見
分
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
―
―
こ
れ

は
友
人
の
菅
太
古
を
評
し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
細
香
自
身
の
理
想
を
托

す
も
の
と
言
え
よ
う
。

文
政
後
年
、
天
保
初
年
頃
か
ら
、
彼
女
の
詩
に
は
閑
鉾
、
平
淡
を
旨
と
す
る

宋
詩
風
の
表
現
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
が
、
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
平

静
を
得
よ
う
と
す
る
彼
女
の
人
生
観
を
思
え
ば
、
宋
詩
へ
の
接
近
を
示
す
の
も
、

極
め
て
自
然
な
こ
と
と
肯
え
る
。

平
等
寺
僑
居
雑
味

更
無
赤
脚
封
茶
鎗
　
更
に
赤
脚
の
茶
鎗
に
封
す
』
無
し
。

何
有
長
髪
汲
井
烹
　
何
ぞ
長
家
の
井
を
汲
み
て
烹
る
有
ら
ん

暫
寓
如
家
常
晏
起
　
暫
し
如
家
に
寓
し
て
常
に
晏
起
す
。

臥
聞
隣
寺
弄
篇
聾
　
臥
し
て
聞
く
隣
寺
の
節
を
弄
す
る
馨

日
々
の
忙
事
を
忘
れ
去

っ
た
生
活
を
賦
し

「禅
露
」
「禅
栖
」
「禅
庭
」
「鼎
茶
」

「熱
香
」
「
吟
杖
」
「
吟
節
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
る
の
も
、
こ
の
期
に
入
っ

て
著
し
い
。
も

っ
と
も
こ
う
し
た
傾
向
は
、
必
ず
し
も
細
香
独
特
の
も
の
で
は

な
く
、
当
時
の
漢
詩
壇
の
流
行
で
も
あ
っ
た
。
広
瀬
淡
窓
は
、
未
詩
風
の
趣
味

に
片
寄

っ
た
詩
の
流
行
に

「
仮
高
士
、
偽
雅
人
」
と
、
手
厳
し
い
批
判
を
加
え

て
い
る
。
し
か
し
、
細
香
の
宋
詩
風
の
平
淡
な
詩
境
へ
の
志
向
を
、
単
に
流
行

に
従

っ
た
も
の
、
え
せ
隠
逸
者
で
あ
る
と
し
て
葬

っ
て
し
ま
う
の
は
早
計
に
過

ぎ
る
。休
言
筆
研
自
衿
持
　
言
ム
を
休
め
よ
、
筆
研
自
ら
衿
持
す
と
。

老
去
寒
闘
下
翠
帷
　
老
い
去
り
て
寒
関
翠
帷
を
下
ろ
す
。

疎講燻螂黎権御　疎藝徊鶴詢珊い脚畔噸制蹴り。　　　よ

酒
如
交
友
偏
宜
淡
　
酒
は
友
と
交
は
る
が
如
く
偏
に
淡
な
る
を
宣
し
と
す
。

詩
似
見
山
更
愛
奇
　
詩
は
山
を
見
る
に
似
て
更
に
奇
な
る
を
愛
す
。

人
世
箇
中
有
閑
集
　
人
生
箇
の
中
に
関
楽
有
り
。

却
疑
天
上
月
盈
鮎
　
却
つ
て
疑
ふ
＾
天
上
に
月
盈
腐
す
る
を
。

現
実
に
深
く
拘
泥
す
る
こ
と
は
、
喜
び
を
与
え
る
と
共
に
、
哀
し
み
の
振
幅
を



も
大
き
く
す
る
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
現
実
よ
り
離
れ
る
方
が
、
自
分
に
は
望
ま

し
い
。　
そ
こ
で
得
ら
れ
る
の
は
、
感
激
的
な
喜
び
で
は
な
く
、
「
閑
」
な
る
楽

し
み
で
あ
る
。
弘
化
二
年
、
梁
川
紅
蘭
に
贈

っ
た

「
自
述
」
に
細
香
は
こ
う
語

っ
て
い
る
。
細
香
の
宋
詩
風
へ
の
傾
斜
は
、
平
静
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

悲
哀
か
ら
の
脱
却
を
図
る
宋
詩
の
中
に
、
彼
女
自
身
が
不
安
を
昇
華
し
よ
う
と

懸
命
に
模
索
し
、
自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
人
生
観
と
し
て
求
め
た
精
神
と
相
通
ず

る
も
の
を
見
出
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

弘
化
年
間
、
小
原
鉄
心
ら
と
共
に
開
い
た
詩
社
、
「
黎
蔀
吟
社
」、
嘉
永
年
間

の

「
咬
菜
社
」
は
、
細
香
晩
年
の
活
動
の
場
と
な
っ
た
。
時
勢
、
老
年
、
孤
独

に
よ
る
寂
蓼
は
一
層
深
ま

っ
て
行
く
が
、
現
実
に
拘
泥
す
る
こ
と
を
拒
む
細
香

持
前
の
人
生
観
は
、
晩
年
の
詩
に
至

っ
て
、　
一
種
の
諦
念
と
も
言
え
る
境
地
を

一不
し
て
い
る
。

人
生
蕉
鹿
夢
悠
悠
　
人
生
は
蕉
鹿
の
夢
の
ご
と
悠
悠
た
り
。

無
限
墜
紛
何
日
休
　
限
り
無
き
塵
紛
何
れ
の
日
に
か
休
ま
ん
。

翁
聞
藤
城
山
人
去
冬
鶯
本
邑
里
正
。
今
夏
赴
犬
山
公
召
。
賦
此
寄
贈
し

浮
生
本
如
夢
　
浮
生
本
よ
つ
夢
の
如
し
。

衆
散
亦
因
縁
　
衆
ま
る
も
散
る
も
亦
因
縁
な
り
。

「
戊
午
人
日
、
同
鐵
心
大
夫
雪
爪
薄
師
及
松
倉
菱
田
二
生
遊

無
何
有
荘
、
賦
此
事
。
時
将
大
夫
下
東
都
輝
師
飛
錫
於
越
前
し

淡
雅
な
文
人
生
活
に
充
足
し
つ
つ
も
、
孤
愁
と
焦
慮
の
中
に
街
径
し
た
細
香
の

半
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
思
え
ば
夢
の
如
く
に
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

偶
作

吾
年
七
十
四
　
吾
が
年
七
十
四
。

情
味
冷
於
灰
　
情
味
灰
よ
り
も
冷
た
し
。

無
病
身
働
痩
　
無
病
な
る
も
身
働
ほ
痩
せ
た
り
。

綿
衣
欲
窄
裁
　
綿
衣
養
く
裁
た
ん
と
欲
す
。

細
香
が
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、
自
ら
の
主
題
と
し
て
憐
惜
し
続
け
た
情
は
、
全

く
冷
え
切

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
か
つ
て

「
篤
竹
情
懐
猶
未
灰
。
世
眼
何
知
我

優
意
」
翁
自
味
じ

と
言
い
放

っ
た
彼
女
の
、
そ
れ
は
三
十
三
年
後
、
世
を
去

る
前
年
の
賦
詠
で
あ
っ
た
ｏ

江
馬
細
香
の
作
品
は
、
現
在
そ
の
自
筆
原
稿
の
多
く
を
大
垣
江
馬
家
が
蔵

し
て
い
る
。
中
で
も
、
細
香
が
頼
山
陽
に
師
事
し
た
文
化
十

一
年
よ
り
、
山

陽
の
没
す
る
天
保
三
年
に
至
る
ま
で
の
も
の
は
、
山
陽
の
朱
批
の
施
さ
れ
た

詩
稿
が
年
代
順
に
綴
ら
れ
、
天
保
三
年
以
後
の
も
の
は
後
藤
松
陰
ら
が
批
を

加
え
て
い
る
な
ど
、
推
敲
の
過
程
を
伝
え
る
好
資
料
で
あ
る
。
そ
の
他
、
細

香
が
参
加
し
て
い
た
詩
社
の
課
題
草
稿
、
書
画
、
交
友
文
人
よ
り
寄
せ
ら
れ

た
書
簡
な
ど
も
同
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
同
家
よ
り
逸
せ
ら
れ
て
い

た
文
政
九
年
夏
頃
よ
り
同
十
二
年
春
頃
、
及
び
天
保
元
年
二
月
よ
り
同
二
年

秋
の
作
品
を
収
め
た
二
詩
巻
は
、
京
都
国
立
博
物
館
が
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
豊
富
な
詩
稿
よ
り
、
絶
句
、
律
詩
、
古
詩
併
せ
て
三
百
五
十
首
を
撰
し

た

『
湘
夢
遺
稿
』
上
下
三
巻
は
、
明
治
四
年
、
細
香
の
死
後
十
年
目
に
当
り
、

そ
の
姪
孫
で
あ
る
江
馬
等
荘
、
春
熙
ら
の
手
で
刊
行
さ
れ
た
。
細
香
の
伝
記

と
し
て
は
伊
藤
信
氏
の

『
細
香
と
紅
蘭
』
及
び
、
門
玲
子
氏
の

『
江
馬
細
香
』

の
二
書
が
優
れ
て
い
る
が
、
彼
女
の
残
し
た
詩
に
つ
い
て
は
未
だ
殆
ど
研
究

が
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
に
侯
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。

―
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
―


